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新型コロナウイルス感染症の影響で私たちの暮らしは一変しました。 

経済活動や日常生活の自粛が続き、疲れも溜まってきていると思います

が、皆さまいかがお過ごしでしょうか。 

まず、医療・介護の現場で感染症のリスクと隣り合わせの中で戦われて

いる皆さまに深謝を申し上げます。また市民の皆さまにおかれましては、

「新しい生活様式」に気を付けながら、体調を崩さぬようにお過ごしくだ

さい。一人で悩まず周りの人に SOS を出しましょう。ご意見やお困りのことがありましたら、 

いつでもご相談ください。今は大変な時ですが、皆で支え合ってこの難局を乗り切りましょう。 

「安曇野、よいまちつくろう」 ～ 安曇野の課題を深掘りし、発信します ～ 

１．安曇野市内でのオンライン授業導入に向けた取り組み 

 

 

 

 

（2020(令和 2)年 5 月 20 日発行） 

２．5 月 15 日の臨時議会で決定した、市の緊急経済対策等 

☞ 全体で 107 億 3,600 万円の令和 2 年度補正予算で、うち市単独事業は約 7 億円です。  

 財源は、ふるさと寄付や財政調整基金からの繰入金などを充てます。  ごあいさつ 

発行 小林ようこ後援会  安曇野市穂高 8108 番地 TEL 0263-82-6090 

e-mail yoko@sunnydayazumino.com 
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【市民の皆さん向け支援】  

◆市民一人 10 万円（国）の特別定額給付金は、8 月 25 日が締め切りです。 

◆（市）水道料金の基本料金１期分が全家庭で減免。豊科・堀金・明科地域は 7 月請求

分（4、5月分）、穂高・三郷地域は 8 月請求分（5、6 月分）が対象です。 

【子育て世帯向け支援】 

◆（国）臨時特別給付金 … 児童一人につき 1 万円を給付。   

◆（市）子育て世帯支援臨時給付金 … 市独自で児童一人につき 2 万円給付。 

◆（市）小中学生の 5月分の給食費を全額減免。 

◆（市）小中学生に布マスク配布 … 児童一人につき布マスク 2枚を配布 

【事業を営んでいる方向け支援】 

◆「安曇野市新型コロナウイルス対策特別資金」 

市独自の取り組み。中小企業・事業者の資金繰り支援で、貸付利率年 0.8％、融資限度

額 4,000 万円（借換可）、貸付期間 10 年以内、据置期間 2 年以内の融資制度。 

 

◆「安曇野市新型コロナウイルス拡大防止対策支援金」 

県の取り組みとして、5 月 6 日までの県の休業要請等に応じた事業者への協力金支給を

行う。該当事業者 380 社、一事業者 30 万円（県 20 万円、市 10 万円上乗せ）を支給。ま

た市独自の取り組みとして、県の休業要請等の対象外である食事提供施設等へ支援金 10

万円の支給を行う。該当事業者 124 社、県の要請対象外となった事業者を救済。更に、

5 月 7 日以降も引き続き感染拡大防止の対応を講じた場合、市独自で 10 万円を支給。 

 

◆固定資産税の軽減措置 

・「中小事業者等の事業用資産にかかる軽減」 

令和 2 年 2 月～10 月のうちの 3 カ月間の売上が激減した事業者が対象。令和 3 年分の

固定資産税等を軽減。（要件は売上 30～50％減：1/2 軽減、売上 50％以上減：全額軽減） 

・「中小事業者等の生産性革命に向けた整備等」 

生産性向上のため一定の固定資産を新規に取得した事業者が対象。軽減対象資産に対

する軽減適用期限を 2年延長。 

 

 

【市の対策】 

１．各家庭でのインターネット環境や端末  

  所有状況のアンケート調査（5 月） 

２．市内 17 の小中学校において、動画を 

配信できる通信容量やセキュリティが 

整ったインターネット環境整備事業 

３．国の GIGA スクール構想に基づく１人 

1 台端末の導入 

・令和 2 年度は、小学校 4～6 年生、 

中学生分として、計 4,800 台導入予定  

 

＊合わせて予算規模 4 憶 5,600 万円で、6 月

議会にて補正予算を審議予定。 

【小中学校を取り巻く IT 環境の現状】 

 長期化する臨時休校で、普段通えていた

学校に通えず、先生や友達にも会えない時

期が延べ 2ヶ月以上も続くという、これま

で経験したことのない事態に親も子も不安

の日々を過ごしました。その中で「学習の

遅れ」「心のケア」といった課題が浮き彫

りになりました。 

 保護者や市民の方からは、「先進地の取

り組みが報道で紹介されているが、安曇野

市でも、オンライン授業が始められるよう

にしてほしい」というご意見がありまし

た。対面で会ったり学習することの代替手

段として、IT の通信技術を使った、オン

ラインでの授業は出来ないかというもので

す。これまで学校 HP や教務連絡用として

使われていましたが、動画等の通信が可能

な環境ではないのが現状でした。 

新型コロナウィルスの第 2 波、第 3 波に

備え、またコロナウィルス以外の理由で

も、従来のような一斉授業ができないこと

も考えられます。そのため、実現を急ぐこ

とになりました。  

          ⇒ ４Ｐに続く 


